
工場には「固有技術」と「管理技術」があることはご存知ですか？

2019年11月26日(火) 13:00～16:30 (12:30開場)

経営者様・役員様・工場長様・製造生産御責任者様
（定員になり次第、応募を締め切らさせて頂きます） 無料

川崎商工会議所（詳細は、お申込み時に案内図を送付させて頂きます）

1,000社以上の実績をもつ「システム定着化診断書」を無償提供させて頂きます。（通常15万円）
※ 「システム定着化診断書」：貴社工場業務毎の課題・解決策、メリット計算、再構築計画等々のレポート

開催日時

会場

参加対象 参加費

参加特典

業務再構築セミナーとは

「管理技術」（成長の時代、存在していた管理技術。今はすっかり忘れられてしまっています。）

「在庫が合わない」「実際原価に信憑性が無い」「繰り返すクレーム」「設備投資したが儲からない」・・・・・・・！
理由は「間違った自動化」にあり、すべては「管理技術を知らない事が原因」なのです。
IT技術に過度に期待し、「機械化することだけ」に関心が集中した結果、「人の行動」への関心が薄れてしまう。。
在庫管理の目的は精度の維持。実現するには、出庫入力を無くす事、月末棚卸を無くす事にあります。
実際原価は嘘の原価等々の「管理技術の欠如」。日報の目的も知らない管理職。このままでは日本の製造業の
明日はありません。

〒103-0013  東京都墨田区錦糸3-2-1 アルカイースト17F
TEL： 03-6659-3242 FAX：03-6659-3243
URL:https://www.jsirc.co.jp/index.html

株式会社日本SI研究所

本資料に関するお問い合わせ

利益を5割UPする秘策を伝授！

『生産管理改革セミナー』
-ご案内-

～システム導入だけでは利益はでない！真の原価管理と定着化こそが利益を生む～

管理技術によって正しい方法・手順を定め、運用させる。

儲かる工場になるための

業務再構築の秘策がここにあります！

600社以上の実績！！「管理技術による業務再構築」の

投資金額は長くとも2年以内で回収されています。

本セミナーは日本で唯一、工場業務毎の「目的」と
「正しい方法・手順」を学ぶことが出来る場所です

株式会社アイプラザ
本社及びご連絡先
神奈川県横浜市中区不老町１ー１－５
TEL： 045-227-4888 FAX：045-651-4818 
URL:http://www.ipla2009.com E-Mail:ynoma@ipla2009.com



ＦＡＸ番号：０４５ー６５１ー４８１８
必要情報ご記載後、上記ＦＡＸ番号または、

メール「ynoma@ipla2009.com」宛にお申込みください。

セミナー参加希望の方は必要事項をご記入の上、ＦＡＸ送信いただくか、メールにてお申し込みをお願いいたします。

なお、誠に勝手ながら満席になり次第、申込を締め切らせていただきますので、ぜひお早めにお申し込みください。

参加ご希望記入欄 □受講する □詳しい説明を聞きたい

貴社名（必須）

ふりがな

ご住所（必須）

ＴＥＬ（必須） ＦＡＸ

部署・役職名

ご芳名（必須）

ふりがな

E-Mail（必須）

部署・役職名

ご芳名（必須）

ふりがな

E-Mail（必須）

【お客様の個人情報の利用目的】

お客様がご記入頂きました個人情報は、本セミナー資料・受講票の送付および、弊社セミナーのご案内送付以外に使用いたしません。

また、第三者にこれを開示することはいたしません。

お客様が記載された情報は、(株)アイプラザの個人情報保護ポリシー（https://www.ipla2009.com/company01.html）に基づき、適切に管理いたします。

□ 同意する

利益を5割UPする秘策 『生産管理改革セミナー』
お申込みフォーム

利益を５割アップさせる -管理技術で利益を上げる-

-生産性の飛躍的向上を約束する「手法」ASGUIDE方式-

13:10～14:30
１．ITではなく、管理技術で利益を上げる

２．管理技術とは。定着化とは

３．なぜ、実際原価はウソの原価になるのか

４．生産計画は経営の意志！

５．購買業務の自動化の実現方法

６．工程管理で利益を上げる

７．嘘の在庫管理との決別 -毎年20％以上在庫を低減する-

８．出たとこ勝負の「試験検査」から卒業する

13:00～13:10 ご挨拶

(株)管理技術ラボ

16:00～16:30
質疑応答・定着化診断シートご記入

診断シートにご記入頂きました受講企業様には、数日中に「システム定着化診断書」をご提供します。（ご希望の会社のみ）

作業標準・標準時間の簡単設定で利益を上げる

15:30～16:00
1. IE手法について

①分析結果から改善を行う為の視点、着眼点

(株)日本生工技研

2. 誰でも出来る標準時間設定、ITツールの活用

①訓練を要しない作業分析・標準時間の設定

②ベテランと要改善者の画面比較、動画マニュアル作成

講演内容

14:40～15:30

SIR-CASご紹介 -品質・生産性向上を実現する管理技術に基づく、日本唯一のERP-

-SIR-CASの特徴、およびSIR-CASを使った「人の行動設計」ASGUIDE方式の紹介

１. 生産計画の立案・検証機能

２. 製造計画の自動化と工程管理機能

３. 購買計画の自動化と購買外注管理機能

４. 在庫精度95％以上の仕組と循環棚卸機能

５. 各種検査計画の自動化とトレサビリティ

６. 工程手順を含んだBOMの実際

７. 原価管理と原価低減活動

14:30～14:40 休憩

(株)日本SI研究所

(株)アイプラザ


